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ま
ゆ
玉
つ
く
り

青
少
年
部
会
長

岡
田
栄
子

青
少
年
を
巡
る
昨
今
の
状
況
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
・

少
年
犯
罪
の
凶
悪
化
に
加
え
、
情
報

化
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
携
帯
電

話
や
イ
ン
々
て
－
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
た

犯
罪
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
青
少
年
が
健
全
に

た
く
ま
し
く
育
つ
た
め
に
は
、
地
域

活
動
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

部
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
、
地
域
の
大
人
た
ち
を
取
り
込
ん

だ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
一
中
地
区
内
の
小
学
校
持

ち
回
り
で
、
毎
年
1
月
「
ま
ゆ
玉
つ

く
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ゆ
玉
」
に
見
立
て
て
、
赤
・
白
・

緑
の
餅
を
団
子
に
し
て
、
木
の
枝
に

飾
り
ま
す
。
元
来
こ
の
地
域
で
は
、

米
な
ど
豊
作
を
願
っ
て
飾
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
部
会
で
は
子
ど
も
た
ち

に
、
今
年
1
年
の
目
標
を
願
い
な
が

ら
の
飾
り
付
け
を
す
る
よ
う
伝
え
て

い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
枝
は
、
学

校
や
1
中
コ
ミ
セ
ン
に
飾
り
ま
し
た
。

事
業
に
は
、
勝
田
一
中
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
交
流
の
輪

の
広
が
り
を
実
感
い
た
し
ま
す
。
今

後
も
地
域
活
動
の
充
実
を
園
り
「
笑

顔
い
っ
ぱ
い
、
み
ん
な
で
育
て
る
地
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と
思
い
ま
す
。
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言寄島越彗 倭…動く胡く！！
2月20日、第25匝】を迎えた芸能音楽祭が市文化会館小ホール

で開催された。26団体の皆さんが、日頃練習してきた成果を発表。

次々に披露される演技に会場から憎しみない拍手が送られた。
今回は「－中地区ふれあい舌頭」が久しぶりに披露され、会場
は大いに盛り上がった。最後に特別出演として、茨城県吹奏楽
連盟主催のアンサンプルコンテストで金賞を受賞した「アンサ
ンプルS t r om」の演奏が、更に華を涼えた。 ニ　■一‾L＿■

アンサンブルS t r om

雇ナニー－‾三
ひばりコーラス

乗石川陣太鼓
小6　飯田雅樹

東石川陣太鼓は、東石川小学校の5・
6年生の希望者で結成したチームで
す。小池先生に指導いただき、学校の
ある朝に練習しています。みんなより
早く登校するのは大変だと思うことも
ありますが、朝の太鼓は目が覚めます。
たくさんの方の前で演奏するのは緊張
しますが、楽しくできました。

ハンドヘルを楽しもう

大正琴【ひびき］
海野晴美

大正琴の音色に魅せられ、月2回静
谷とし子先生のご指導で練習に励んで
います。ソプラノ・アルトテナー・ペー
スを決め、楽しく弾いています。
発表会では舞台に上がると緊張しま

すが．各パートが揃って演奏できた時
の喜びは格別です。楽しみながら心癒
される音色です。興味のある方は一緒
に菜しんでみませんか。

一中地区ふれあい音頭の復活
一中地区ふれあいを広める会

ふれあい舌頭は平成9年に制作され、かつて各
種イベントに利用されていました。この音頭の復
活を祈念して、ふれあいの会理事を中心に各部会
及び西中棍女性セミナーの応援を受け、披露する
こととなりました。奉加にあたっては、花蔭権先
生と川又多恵子さんに踊りの指導を受け、当日41
人が舞台と客席通路に立ち、会場と一体となって
発表することが出来ました。
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綴私のたのしみ

n　皆さんを
楽しませる喜び

池畠　粛さん（83）

富士山団地にお住まいの池畠粛さんに、若い頃

始めた演劇についてお話を伺いました。

池畠さんは終戦後、郷里の行方郡立花村浜（現
在の行方市玉造呵）で実家の農業を手伝うかたわ

ら、娯楽の少ない当時、共に楽しみ笑い合いたい

という思いから、一念発起し村の有志と素人演芸

大会を開催しました。蓄音機から流れる「赤城の
子守歌」をパックに国定忠治役をオーバーかつ滑

稽な振り付けで演じたところ、観客の大きな笑い
を誘い、その喜ぶ姿に生き甲斐を感じたそうです。

昭和29年、自衛β刹こ就職。様々なイベントで「名

月赤城山」「雪の渡り鳥」など主に股旅物を演す
る機会を得、時に共演者同士の喜劇も交えました。

定年退職後勤めた茨城県メディカルセンターや動

燃でも、忘年会で演劇を披露。衣装・小道具など
の準備は全て自己負担でしたが、それでも観客の

笑顔を見るのか何よりも楽しく、嬉しかったそう
です。

平成5年、市内の有志と慰問団を結成し、以降
県内の老人ホームや神社の祭りなどで計120回以
上公演。芸能音楽祭やひたちなか市高齢者芸能発

表会にも参加。今も富士山団地のカラオケクラブ
のメンバーと共に活動を続けています。「観客と

共に笑い、心を通わせ楽しむことで、若さとパワ
ーが得られる。これからも命のある限り続けて行

きたい」と、温厚な池畠さんが熱く語ってくださ
いました。ご家族からも大きな理解と協力を得て

おられます。

今後も富士山クラブの
活動を続け、さらに芸能
音楽祭にも再挑戦したい
とのこと。

「皆さんを楽しませる
こと」を生き甲斐とし、

そこから若さとパワーを

得る池畠さんの姿に心を
打たれました。

鵡紗欄幽魂地
西中裾自治会

西中損の県道63号沿いに吉田神社があります。

今年も元調参りで賑わいました。元朝参りとは、大

晦日の夜から元旦にかけて初詣をすること。夜中の

11時頃はまだ参拝者はまばらでしたが、紅白歌合戦

が終わり除夜の鐘が鳴る頃になると、続々とやって

きました。ます、神前に向かって今年1年の願い事

を祈願。奉拝が済んだ氏子の皆さんは、境内広場

のたき火を囲んで暖をとりながら、新年の挨拶を交

わしていました。氏子の世話人たちは、善拝者にお

神酒・甘酒・みかんなどを振る舞っていました。

今年の大晦日・元旦は風もなく暖かで穏やかでし

た。何か良いことが期待できる1年になりそうI

き春ロのい　作皆西藤木玉花り　　◎ �I、 簗 ヨ 三 ・b ヽ ／ コ l 十 ．1 

地域のわだい

㌍捗脾鄭弛毒幽
笹野長寿会ゲートボール部

笹野地区の約10人が月～金の午前中、中裾第1

公園でゲームを楽しんでいます。有志が始めて25

年。2007年にねんりんピック（全園健康福祉寮）

で決勝リーク6試合を勝ち抜き優勝。楽しい思い出

となりました。

ゲートボールは国体の公開競技で、5人1チーム

の団体戦。競技の基本はゲートを狙って正確に打つ

ことですが、加えて作戦とチームプレーが不可欠で

す。徹・味方のポールの位藁を把握し、1打ことに

状況が変わる中、いかに味方に有利・相手に不利に

打つかがポイント。勝利できた時の気分は最高です。

今後、ねんりんピック全国大会（10月）出場を

目標に活動しますが、高齢化や定年延長によリメン

バーがなかなか増えないのか悩みです。部名に「長

考会」とあります璽型と二二＝＝’叩
が、若い人も楽し

めます。皆さんぜ

ひ、いらしてくだ

さい！

鄭頓姥桝親
犬平自治会

2月13・14日、恒例の作品展示会を大平会館

で行いました。写真・水彩画・粘土細工・暮・絵

手紙・短歌・人形等、計70点以上を展示。個人

のほか家族・グループでの出品も多数ありました。

いずれも玄人はだしの出来栄えで、作品に込めた

思いが十二分に伝わって来ました。

期間中の来場者は約250人。和気あいあいとし

た雰囲気の中、感想を語り合ったU、知人の特技

など意外な一面に驚く人の婆が印象的でした。

毎年2月初旬の土・日に実施しています。今後

も継続していきますので、今まで足を運んだこと

のない方もぜひ見に来てください。

楽
し
い
音
楽
の
時
間

井
倉
自
治
会

濾
過
敏
行

2
月
2
0
日
に
開
催
さ
れ
た

芸
能
音
楽
祭
に
出
演
し
、
「
あ

さ
が
来
た
し
　
の
主
題
歌
や
昨

年
．
茨
城
県
吹
奏
楽
連
盟
主

催
の
ア
ン
サ
ン
プ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
で
金
賞
を
受
賞
し
た
曲

な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。

私
た
ち
「
ア
ン
サ
ン
プ
ル

S
t
r
O
∃
」
　
は
、
金
管
楽
器
と

打
楽
器
に
よ
る
小
編
成
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
は
、
指
揮
者
が
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
曲
の
全

体
的
な
雰
由
気
作
り
か
ら
、

旋
律
の
歌
い
方
や
速
さ
、
強

弱
な
ど
細
か
い
部
分
ま
で
メ

ン
バ
ー
同
士
で
話
し
合
い
な

が
ら
練
習
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
構
成
メ
ン
バ
ー
の
年
齢

は
2
0
代
～
6
0
代
と
幅
広
く
楽

器
の
椎
験
や
経
歴
も
異
な
る

の
で
、
と
き
に
は
意
見
が
ぶ

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
べ
テ
一
フ
ン
の
豊
か

な
経
験
、
若
手
の
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
、
中
堅
の
実
行

力
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
一
つ

の
曲
を
仕
上
げ
る
の
は
、
難

し
く
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
そ
う
や
っ
て

練
習
し
た
曲
を
披
露
し
、
お

客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
時

が
最
高
に
楽
し
い
音
楽
の
時

間
で
す
。

ま
た
ど
こ
か
で
皆
さ
ん
と

楽
し
い
音
楽
の
埼
闇
を
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
。

※
2
面
に
写
真
が
あ
り
ま
す
。

ナ
十
川
傭
ン

水
中
か
ら
の
贈
り
も
の

大
平
自
治
会

増
田
眞
弘

平
成
2
5
年
1
月
4
日
午
前

7
時
1
8
分
頃
、
気
温
氷
点
下

約
5
度
、
天
気
快
晴
。
い
つ

も
何
気
な
く
見
て
い
る
庭
先

の
用
水
バ
ケ
ツ
の
中
に
、
突

如
と
し
て
自
然
か
ら
の
贈
り

も
の
「
氷
の
槍
」
が
現
れ
た
。

ポ
リ
バ
ケ
ツ
の
凍
っ
た
氷
面

か
ら
空
中
に
向
っ
て
刺
す
よ

う
に
、
太
さ
約
1
m
、
長
さ

約
1
0
m
の
氷
柱
が
そ
び
え
立

っ
て
い
た
。

早
速
デ
ジ
カ
メ
に
収
め

た
。
そ
の
芯
に
は
少
し
空
気

の
泡
が
入
っ
て
い
る
様
子
だ

っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
何
も

変
化
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
二
日
後
に
は
、

気
温
も
上
が
っ
て
静
か
に
溶

け
て
消
え
て
い
っ
た
。

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・

ど
ん
な
状
況
下
で
出
来
る

の
か
、
気
温
・
湿
度
・
風
・
水
・

気
圧
・
容
器
な
ど
様
々
な
条

件
が
重
な
り
、
出
来
た
も
の

と
思
う
。

今
流
の
監
視
カ
メ
ラ
や
セ

ン
サ
ー
な
ど
で
記
録
・
探
求

す
る
と
楽
し
い
勉
強
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。

「
素
晴
ら
し
い

自
然
の
力
有
難
う
」

「
人
も
こ
れ

自
然
が
く
れ
た
贈
り
も
の
」

「
今
朝
も
ま
た

バ
ケ
ツ
を
覗
く
夢
が
あ
る
」

♯
後
に
、
こ
の
現
象
は
水
面

か
ら
重
力
に
逆
ら
い
、
上
に

伸
び
る
「
逆
つ
う
ら
」
と
判

明
し
ま
し
た
。
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中帳第2公匪

＊長松地区の防災訓練・夏祭り・餅つき等のイ
ベントが行われます。輪投げ・クランドコルフ

の活動場所としても利用しています。
＊公囲内に長松倶楽部が建っています。
＊新しいトイレが設覆されました。

＊春は桜の花が見事です。

高遠儒眉公臨

＊長松自治会が、市公園緑地課から花壇の手入れ管理を

委託され、近くの住民の目を楽しませています。
＊小さい子どもが菜しめる遊具や砂場があります。

号●払鞍●払鞍一路寧甥

＊小さい子供が喜ぶ遊具があります。
＊公園を一周できるウオーキングロードが

あります。　　　　　　「

恥部が憎蘭
■餃　＊長松自治会が、市公園緑地課から除草・

庭木の手入れを管理委託され、晩秋は皇帝
ダリアがきれいです。
＊長松自治会の防災倉庫があります。

ヤ∴ユ」，，竪！

鼻も心も凛として

ふれあい着物着付け教室　t山啓子

この教室の始まりは平成9年、打越はつ江先生と武石

貞子先生の「挙苛の中に眠っている着物を、呵とか皆さ

んに看てもらいたい」という願いから開いていただいた

教室です。今もお二人の先生方にご指導いただいており

ます。

現在は着物を着る機会が減ってきていますが、お宮奉

り・七五三に始まり、成人式・結婚式等々、人生の節目

を着物で装ってはいかがでしょうか‥・何よりも着物

は洋服と違い、流行に左石されることはありません。少

しの体形の変化にも対応できます。小物類も一通り揃え

てあれば大丈夫です。自分で着物を着付けて姿見の前に

立てば、自然と背筋が伸びてシャキッとします。何でも

質問すれば教えていただけます。

祖母や母から受け継いだ着物、若かりし頃の思い出の

着物等を各自持参して、楽しく着付けを勉強しておりま

す。そして、教室で毒物を看て食事会等に出かけ親睦を

深めるのが、何よりの楽しみです。

どうぞ、日本の民族衣装である着物を一人でも多くの

方に着ていただき、若い世代に受け継いでいって欲しい

と思います。教室は第2・4火曜日の午前中、コミセン

3階談話室で開いております。看物に興味がある方は、
一度見学にお出かけください、1先生はじめ教室一同お待

ちしております。

体
育
部
会

第
日
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
が
、
2
月
1
4
日
松

戸
体
育
館
を
会
場
に
1
5
チ
ー
ム

7
0
人
の
萎
旭
者
を
集
め
て
開
か

れた。優
　
勝
　
三
反
田
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
勝
倉
チ
ー
ム

初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
た

人
で
も
楽
し
め
る
競
技
で
、
奉

加
者
は
い
い
汗
を
流
し
て
い
た
。

福
祉
細
会

2
月
2
9
日
、
6
0
人
の
奉
加
に

よ
り
、
今
回
で
2
回
白
の
地
域

福
祉
講
習
会
「
認
知
症
を
学
び

地
域
で
支
え
よ
う
・
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
行
わ

れ
た
っ金

上
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
　
「
南
部
お
と
し
よ
り
相

談
セ
ン
タ
ー
」
　
職
員
に
よ
る
、

日
常
よ
く
あ
る
事
例
で
、
認
知

症
の
お
と
し
よ
リ
へ
の
対
応
の

仕
方
の
寸
劇
は
、
笑
い
の
中
に

も
う
な
す
く
こ
と
か
多
く
あ

り
、
今
後
に
生
か
し
て
行
き
た

い
内
容
で
あ
っ
た
。

巨
を
よ
ろ
し
く

r
お
願
い
い
た

爽
　
し
ま
す
。

や
き
れ
い
な
花
も
見
ら
れ
る

の
で
、
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
て

く
だ
さ
い
っ

今
後
も
、
皆
様
に
寄
り
漂
っ

た
地
域
密
着
の
紙
面
作
り
を

心
掛
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力

㍉
小
さ
い
子
ど
も
が
喜
ぶ
遊
貞

青
少
年
部
会

2
月
6
日
、
福
島
県
二
本
松

市
に
あ
る
　
「
あ
だ
た
ら
高
原
ス

キ
ー
場
」
　
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い

ス
キ
ー
」
を
開
催
し
た
。

総
勢
4
6
人
が
参
加
し
、
天
気

に
恵
ま
れ
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
、
ス
キ
ー
教
室
に
参

加
し
た
り
自
由
に
滑
っ
た
U

と
、
禁
し
い
一
日
を
過
ご
し

た
。
上
達
し
た
子
ど
も
た
ち
の

満
足
預
。
「
菓
し
か
っ
た
の
で

来
年
も
巷
加
し
た
い
」
と
元
気

今
号
は
、
青
少
年
部
会
主

催
の
ま
ゆ
玉
つ
く
り
を
特
集

し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
公

園
紹
介
は
昆
松
地
区
で
す
。

環
境
部
会

当
部
会
で
は
、
年
3
回
の
地

域
巡
裾
と
日
々
の
不
法
投
棄
監

視
を
行
っ
て
い
る
っ

2
月
5
日
晴
天
の
も
と
、
小

砂
町
と
松
戸
町
の
県
道
・
市
道

を
総
勢
約
3
0
人
で
巡
視
む
ご
み

収
拾
を
行
っ
た
。
勝
日
工
高
グ

ラ
ウ
ン
ド
東
側
、
市
道
脇
の
林

に
は
「
不
法
投
棄
禁
止
」
　
の
立

札
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

家
電
品
・
家
庭
ご
み
が
多
数
捨

て
ら
れ
て
い
た
。
林
の
中
は
草

木
が
生
い
茂
り
、
目
立
た
な
い

た
め
捨
て
て
行
っ
た
も
の
と
思


